『Ｄ ＮＥＷＳ』投稿要綱
　ローカルニュースは道歯会通信から独立しタブロイド判（Ｄ ＮＥＷＳ）の形式といたします。

これまで原稿内容に関して、機関誌における報告記事であることに留意していただいておりましたが、今後、原稿内容に規定はないものとし、各郡市区歯会の裁量に委ねることといたします。また、広報室での校正作業はしないものといたしますので、文責については、各郡市区歯会の担当者といたします。

但し、全体の文体、体裁を考慮し以下の投稿要綱を規定いたします。

1． 全　般

1） 投稿内容郡市区歯会におけるニュースに限る。
　　※『論壇』『北のふれ愛』『人ひとヒト』『訃報』および『北海道歯科医師野球大会』『歯の衛生週間』など特集イベントは道歯会通信本誌へ掲載する
２）文責について
文責は著者および郡市区歯会担当者とする。

　　　※北海道歯科医師会としては原稿に一切の校正を加えない。

(１)　形式と発行時期

タブロイド判（縦406㎜×横273㎜）６ページ。毎月1日発行とし、道歯会通信と同封し全会員に送付する。

(２)　原稿締切日

原稿締切は発行前月の10日必着とし、これ以降は受け付けない。なお、10日が土・日・祝日の場合は直前の平日とする。

2． (３)　校　正

・初校は発行前月の15日に印刷業者から電子メールにて送付し、校正後18日までに道歯会事務局に電子メールにて返送する。

・再校は念校とし、発行前月の21日に印刷業者から電子メールにて送付し、初校校修正点を確認後22日までに道歯会事務局に電子メールにて返送する。

※ただし、当該日が土・日・祝日の場合は直前の平日とする。

3． 原稿の量

原稿の長さは、各郡市区歯会最大1,500字とし、写真も文字として換算する（縦38ミリ×横50ミリ＝200文字相当）。字数は厳守とする。

4． 原稿の送付

原稿は、郡市区歯会広報担当者が責任を持って校正後、道歯会事務局に入稿する。
投稿原稿は以下の方法でお送りください。
１）電子投稿

本文、写真ファイルを電子メールに添付して道歯会事務局に提出。

２）郵送投稿
原稿、写真を道歯会事務局に送付。

３）受付ける原稿の種類

(１)　編集可能なWord形式のファイル、Excel、JPEG、ppt。
郡市区歯会名と記事タイトルをファイル名とする。

例）○○歯会　広報委員会開催
(２)　自筆の場合は原稿用紙を用いる。

(３)　原稿および写真は、原則として返却希望の申し出があるもの以外は返却しない。

5． 書き方

１）構成

標題、日時、場所、会議名称、出席者などの定型的部分からはじめ、本文と見出し部分を区別できるように留意する。会議日程の順番にそった記載を原則とするが、関連部分の記述に不都合な場合は、その限りではない。

例）×××会議

日時：平成○○年○○月○○日（○）午後○○時より

場所： △△ホテル「○○の間」

演題(テーマ)：○○○○　⇒　「○○○○」のように「　」にはしない

演者(講師)：○○○○

　　以下本文にはいる

・郡市区歯会名が見出しにあるので、特別な場合を除き地名（札幌など）は省略し、会館名や店名のみにする。　例えば、「北海道歯科医師会館第1会議室」であれば「道歯会館」にする。また「札幌ススキノのクラブ『歯』」であれば　ススキノ「歯」にする。

２）留意点

(１)　報告の記載

報告部分については、「～～である」「～～であった」などの文体にする。

(２)　発言の記載

・例えば、”～～です。”　”～～おります。”などの文体にする。

・発言者名の記載がない場合は、簡潔に要点をまとめる。

・例えば”質問　～～なのか？”　”答弁　～～である。”などの文体にする。

(３)　氏名の記載

・漢字を確かめる。異体字に注意する。「渡辺・渡邊・渡邉・渡部・～﨑…」
・道歯会執行部役員については、姓と役職名のみとする。（○○会長、○○副
会長）
・道歯会執行部役員以外については、姓と名を正確に記し役職名もつける。

（○○○○日歯理事、）

・郡市区歯会と表し、各郡市区歯会名は略とする。（※１）

・各学校名は略称を用いる。　例）北海道大学→北大など（※２）
(４)　数字などの記載

・基本的に番号を表す場合は算用数字を用いる。

・数字・欧文は半角文字を使用する。

・桁の区切りは3桁ごとにするが、「万」以上の単位は漢字を挿入し読みやすくする。

・年号（西暦）、電話番号などは区切らない。

・修飾文字（①、②、③、、）や修飾英字（（a）、（b）、（c）、）省略文字（TEL、FAX）などは、誤植を招きやすいため注意する。

・名詞として扱う数字は漢数字を使う。
例　一年生になりました。一次救急、二次救急（×・・１、２）

・数や順序を示す場合は、１、２、３、４・・・、１番、２番、・・・と表記
する。

· 　　
(５)　原則としてひらがなで書く代名詞

・あなた、おれ、ここ、これ、それ、どれ、そこ、どこ、

(６)　原則として漢字で書く代名詞

・彼、君、私、何、彼女、

(７)　原則としてひらがなで書く副詞

・かなり、やはり、よほど、ふと、こう、そう、どう、いかに、ここに、
とても、なお、すべて、ぜひ、およそ、ほとんど、

(８)　原則として漢字で書く副詞

・必ず、少し、既に、直ちに、再び、全く、最も、余り、大いに、更に、
常に、割に、恐らく、実に、切に、特に、極めて、必ずしも、辛うじて、
互いに、例えば、次いで、努めて、

(９)　原則としてひらがなで書く連体詞

・この、その、あらゆる、どの、いかなる、いわゆる、

(10)　原則として漢字で書く連体詞

・明るく、大きな、来る、小さな、去る、我が（国）
(11)　原則としてひらがなで書く接続詞

・しかし、しかしながら、そうして、そこで、したがって、ただし、おって、
ゆえに、および、または、ところが、ところで、ならびに、もしくは
(12)　原則としてひらがな書きをする語の例（形式名詞の例）

・許可しないことがある（×・・事）

「事」は具体的な事柄に、　「こと」は抽象的な内容に使う。

・現在のところ差し支えない（×・・所）

「所」は具体的な場所に、「ところ」は抽象的な内容に使う。

・正しいものと認める（×・・者・物）

「者」は人間に、「物」は具体的な事物に、「もの」は抽象的に「者」と「物」を含む内容に使う。

・事故のときは連絡する（×・・時）

「時」は、時間が明確であるとき、「とき」は条件や原因の「場合」のときに使う。

・そのうちに連絡する（×・・内）

「内」は物の内側、場所的範囲をさす場合で、「うち」は時間、数量の範囲や課程を意味する。

・賛成するわけには行かない（×・・訳）

・説明するとともに意見を聞く（×・・共）

・特別な場合を除くほかは許可する（×・・他）

・一部の反対ゆえにはかどらない（×・・故）

・次のとおりである（×・・通り）

・雨が降ったため（×・・為）

・お忙しいなか（×・・中）
・一人ひとり（×一人一人）
・一つひとつ（×一つ一つ）
(13)　原則としてひらがな書きをする語の例（補助語・付属語の例）

・人間という動物（×・・言う）　「言う」は人が話す場合

・問題がある（×・・有る・在る）

・関係者がいる（×・・居る）

・合計1万円になる（×・・成る）

・だれでも利用できる（×・・出来る）

・負担が増えていく（×・・行く）

・報告していただく（×・・頂く）

・問題点を話してください（×・・下さい）

・寒くなってくる（×・・来る）

・よく見てみる（×・・見て見る）

・食べてほしい（×・・欲しい）

・現地には行かない（×・・行か無い）

・方法がないようだ（×・・様だ）

・すぐ連絡してよい（×・・良い）

・間違いかもしれない（×・・知れない）

・調査をしただけにすぎない（×・・過ぎない）

・20歳ぐらいの人だった（×・・位）

・三日ほど経過した（×・・程）

・15日までに提出する（×・・迄）

・資料などを用意する（×・・等）

・名詞　ケガ、子ども、障がい者

(14)　原則としてひらがな書きをする語の例（接頭語・接尾語の例）

・お願い、お礼（×・・御）

・私ども（×・・共）

・子どもら（×・・等）

・1年ごとに（×・・毎）

・私たち（×・・達）

・楽しげに（×・・気）

(15)　間違いやすい点

・「～～～～」内の文章末尾に「。」は入れない。

・フッ化物塗布

・○○か月（×・・ヶ月、・・ヵ月）

6． その他

・タイトルに会議名があるので、「×××会議が開催された」や「標記会議が開
催された」とはしない。

・会議などの名称は、正式名称から年号や歯会名などを削除し簡略に表現する。
例えば「社団法人北海道歯科医師会第100回通常総会」であれば、「第100回
総会」「通常総会」あるいは「総会」などにおきかえる。

・△△ホテル○○の間であれば△△ホテル「○○の間」と括弧に入れる。

・役職等は○○准教授、○○言語療法士などとし「先生」の表現は使用しない。

・原則、文末の「お疲れ様でした」等のねぎらいの言葉は使用しない。

※1：札歯会、函歯会、旭歯会、空歯会、樽歯会、北歯会、十歯会、室歯会、
岩歯会、釧歯会、後歯会、留歯会、稚歯会、美歯会、日高歯会、苫歯会、
千歯会

※2：北大歯、北医療大歯、岩医大歯、奥大歯、鶴大歯、明海大歯、東歯大、
日大歯、日大松戸歯、日歯大、日歯大新潟歯、松本歯大、九歯大、神歯大、
東医歯大、東北大歯、阪大歯、大歯大、九大歯、鹿大歯、徳大歯、朝日大歯、
昭和大歯、愛学大歯、新潟大歯、広大歯、岡大歯、長大歯、福岡歯大
